
環 境 報 告 書

平成29年度（2017）

鈴与建設　　　　環境安全管理室

レポート報告期間：平成２８年９月１日～平成２９年８月３１日
レポート報告期間：平成２８年９月１日～平成２９年８月３１日レポート報告期間：平成２８年９月１日～平成２９年８月３１日
レポート報告期間：平成２８年９月１日～平成２９年８月３１日
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●
●●
● 国外トピックス

国外トピックス国外トピックス
国外トピックス

 　2016年11月、「パリ協定」が発効されました。地球温暖化対策のための国際的枠組みが発効するのは2005

年2月の「京都議定書」以来となります。先進国だけでなく途上国も含めすべての国が参加する、温室効果ガ

ス排出削減の取り組みがスタートしました。

　温暖化の影響とみられる異常気象や自然災害が相次ぐ現状に世界各国が危機感を抱き、55カ国以上批准

などの発効要件を短期にクリアしたことになります。

 　パリ協定は、2020年以降に始動する国際的な温暖化対策で、すべての参加国が5年ごとに自主的な温室

効果ガスの削減目標を提出し、目標達成のために対策が義務付けられています。地球の平均気温の上昇を

産業革命以前から2℃未満に抑え、それが1.5℃になるように努力する目標も併記されています。

　 日本が掲げる中期目標は、2030年度に温室効果ガス排出量を2013年度比で26％削減することを国連に

出しており、今後は、枠組みのスタートまでに各国の目標や対策が適切かどうかの判断の仕方など、細か

なルールづくりが実施されることになります。

 　日本は、そうした目標を達成するために、徹底した省エネ対策、再生可能エネルギーの積極導入、革新的

な技術開発の促進、火力発電所の高効率化や安全性が確認された原子力発電の活用などが明記されてい

ます。

●
●●
● 国内トピックス

国内トピックス国内トピックス
国内トピックス

　　2017年2月、気象庁は2016年の世界と日本の年平均気温（偏差）の確定値を公表しました。世界の年平

均気温偏差は、長期的には100年当たり0.72℃の割合で上昇し、また、日本は1.19℃の割合で上昇しており、

いずれも統計開始以来、最も高い値を更新していることがわかりました。このことを踏まえて、地球温暖化対

策に関する世論調査でも「温暖化に関心があり」と回答した割合が9割と高い値を示しています。

 　これらのことから、 2020年の東京五輪の環境パフォーマンスとして「都市鉱山からつくる・みんなのメダルプ

ロジェクト」で、東京大会の入賞メダルを回収したリサイクル金属（使用済携帯電話、パソコン、デジタルカメラ）

で製作しようとする取り組みが行われて、国民の関心を集めています。

●
●●
● 社内トピックス

社内トピックス社内トピックス
社内トピックス

　弊社も、微力ながら環境配慮型社会の形成を目指し、

持続可能な資源の利用、温室効果ガスの発生量の削減

に努めています。

　 主な内容は、静岡県が推進する、「平成２８年度　産廃

３Ｒキャンペーン」 の計画目標を達成した「産廃トップラン

ナー」として、静岡県のホームページで実績を公表され

ました。これは、各建設現場において廃棄物の発生抑制

・減量化、再生利用の促進に関して積極的に削減を図り、

地球温暖化防止活動や環境配慮型の工事の取り組みの

結果として、総合的に温室効果ガスの削減にも繋げてい

ます。

詳細については、次項の「環境パフォーマンス・環境保全

活動・社会貢献活動」に示しています。

環  境  報　告　書　 ＜２０１７＞
環  境  報　告　書　 ＜２０１７＞環  境  報　告　書　 ＜２０１７＞
環  境  報　告　書　 ＜２０１７＞
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●
●●
● 静岡県　産廃３Ｒキャンペーン加入

静岡県　産廃３Ｒキャンペーン加入静岡県　産廃３Ｒキャンペーン加入
静岡県　産廃３Ｒキャンペーン加入
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●
●●
● 社内表彰工事紹介 　

社内表彰工事紹介 　社内表彰工事紹介 　
社内表彰工事紹介 　

平成２９年度 社長表彰 最優秀賞（建築）

平成27年度 静岡市清水斎場建設工事 発注者：静岡市

静岡市発注工事で評価点８４点を獲得し、静岡市優良工事、技術者表彰を受賞した。斎場という

特殊な建物であるが、別途発注工事とも連携をとることで全体をまとめ、利益面でも貢献した

平成２９年度 社長表彰 最優秀賞（土木）

平成26年度 蒲原第一浄水場緩速ろ過施設築造工事 発注者：静岡市

山間部の狭隘な現場条件の中、現場発注品を有効利用することにより効率的な施工方法を

発注者に提案し、工事の円滑な進捗に貢献した。また変更交渉においても、利益面で大幅に確保した
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●
●●
● 環境パフォーマンス

環境パフォーマンス環境パフォーマンス
環境パフォーマンス

環境負荷・環境影響の状況一覧表
環境負荷・環境影響の状況一覧表環境負荷・環境影響の状況一覧表
環境負荷・環境影響の状況一覧表

（１）
（１）（１）
（１） 各事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取り組み

各事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取り組み各事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取り組み
各事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取り組み

１）
１）１）
１） 地球温暖化対策

地球温暖化対策地球温暖化対策
地球温暖化対策

◆省エネ法による年間のエネルギー使用量(原油換算値）の合計が下記のとおり、１，５００KL未満で

特定事業者の指定としては、対象外となっています。

① 総エネルギー投入量 熱量換算係数（Ｊ）により算出

・省エネ法に基づく電気及び各燃料等の使用量を把握するため熱量換算係数（Ｊ：ジュール）に

より算出しています。

基準年度（平成23年度） ： 19,947　ＧＪ

平成29年度　実績　　　　　　　 ： 15,260　ＧＪ

基準年度値に対する増減 ： 　4,687　ＧＪ　の減少

② エネルギー使用量 原油換算（ＫＬ：キロリットル）により算出

・ＫＬは、電気・ガソリン・重油・ガスなど、異なるエネルギーや燃料を共通の単位を用いて合計・

比較しています。

基準年度（平成23年度） ： 514　ＫＬ

平成29年度　実績　　　　　　　 ： 394　ＫＬ

基準年度値に対する増減 ： 120　ＫＬの減少
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　２)　
　２)　　２)　
　２)　年度別　原油換算及びエネルギー使用量の比較（過去４年間）

年度別　原油換算及びエネルギー使用量の比較（過去４年間）年度別　原油換算及びエネルギー使用量の比較（過去４年間）
年度別　原油換算及びエネルギー使用量の比較（過去４年間）

●
●●
● 環境保全活動報告

環境保全活動報告環境保全活動報告
環境保全活動報告

　環境方針を受け、平成 29年度の全社環境目的・目標を設定して取り組んできました。

基準年度の目標値に対する活動結果は下表のとおりとなりました。この結果の内容を分析

し、平成 30年度の目標と活動項目を修正した上で活動を継続していきます。

(２)　平成 29年度　温室効果ガスの排出量に対する実績
(２)　平成 29年度　温室効果ガスの排出量に対する実績(２)　平成 29年度　温室効果ガスの排出量に対する実績
(２)　平成 29年度　温室効果ガスの排出量に対する実績

１）
１）１）
１）

地球温暖化防止・省エネルギーによる二酸化炭素排出量（t-CO
地球温暖化防止・省エネルギーによる二酸化炭素排出量（t-CO地球温暖化防止・省エネルギーによる二酸化炭素排出量（t-CO
地球温暖化防止・省エネルギーによる二酸化炭素排出量（t-CO

2
22
2

）の実績
）の実績）の実績
）の実績

全社CO

2

の総排出量の削減目標

：　

平成29年度目標値　1,536　ｔ－CO

2

/年（基準年度「26年度」の２％削減」）

平成29年度　排出量実績 ：　

　852　ｔ－CO

2

/年

達成

内訳

①本社、支店、ガソリン等　460.5　ｔ－CO

2

②個別工事　燃料費含む　391.6　ｔ－CO

2

個別工事　完工高（千万円）当たり目標 ：　

0.60　ｔ－CO

2

/千万円

平成29年度　排出量実績 ：　

0.32　ｔ－CO

2

/千万円

達成

省エネ法１，５００ｋｌ以上は、「特定事業者」の指定対象となるが、当社は該当しない。
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２）
２）２）
２） 平成28年度の目標 　

平成28年度の目標 　平成28年度の目標 　
平成28年度の目標 　オフィス活動と個別工事施工段階の管理

オフィス活動と個別工事施工段階の管理オフィス活動と個別工事施工段階の管理
オフィス活動と個別工事施工段階の管理

①　オフィス活動（本社・支店・営業所等）

平成26年度を基準年度として、総排出量を平成30年度までに３％削減する。

平成26年度　基準値：470ｔ-CO

2

/年　　平成29年度　目標値：461ｔ-CO

2

/年以下

完成工事高1千万円当たり基準値：0.24ｔ-CO

2

/千万円　　平成29年度　目標値：0.23ｔ-CO

2

/千万円以下

平成29年度　排出量実績

目標値に対して0.17ｔ-CO

2

/千万円　達成

②　個別工事施工段階

平成26年度を基準年度として、完工高当たり換算（千万円）を平成30年度までに３％削減する。

平成26年度　基準値：1,098ｔ-CO

2

/年　　平成29年度　目標値：1,076ｔ-CO

2

/年以下

完成工事高1千万円当たり基準値：0.55ｔ-CO

2

/千万円　　平成29年度　目標値：0.54ｔ-CO

2

/千万円以下

平成29年度　排出量実績

目標値に対して0.15ｔ-CO

2

/千万円　達成

個別工事施工段階の温室効果ガス排出量および
個別工事施工段階の温室効果ガス排出量および個別工事施工段階の温室効果ガス排出量および
個別工事施工段階の温室効果ガス排出量および

完成工事高
完成工事高完成工事高
完成工事高1

11
1千万円当たりの換算量（単位ｔ－
千万円当たりの換算量（単位ｔ－千万円当たりの換算量（単位ｔ－
千万円当たりの換算量（単位ｔ－CO

COCO
CO

２
２２
２

）
））
）

オフィス活動等の温室効果ガス排出量および
オフィス活動等の温室効果ガス排出量およびオフィス活動等の温室効果ガス排出量および
オフィス活動等の温室効果ガス排出量および

完成工事高
完成工事高完成工事高
完成工事高1

11
1千万円当たりの換算量（単位ｔ－
千万円当たりの換算量（単位ｔ－千万円当たりの換算量（単位ｔ－
千万円当たりの換算量（単位ｔ－CO

COCO
CO

２
２２
２

）
））
）
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（３）
（３）（３）
（３） 　平成29年度　個別工事における環境負荷の実績

　平成29年度　個別工事における環境負荷の実績　平成29年度　個別工事における環境負荷の実績
　平成29年度　個別工事における環境負荷の実績

１）
１）１）
１） 個別工事施工段階の年間総電力使用量

個別工事施工段階の年間総電力使用量個別工事施工段階の年間総電力使用量
個別工事施工段階の年間総電力使用量

平成26年度を基準年度として、完工高当たり換算（千万円）を平成30年度までに３％削減する。

平成26年度　基準値：705,535kw/年　　平成29年度　目標値：691,142kw/年以下

完成工事高1千万円当たり基準値：353kw/千万円　　平成29年度　目標値：342kw/千万円以下

平成29年度　排出量実績 目標値に対して293kw/千万円　達成

２）
２）２）
２） 個別工事施工段階の水資源使用量

個別工事施工段階の水資源使用量個別工事施工段階の水資源使用量
個別工事施工段階の水資源使用量

全現場の水道使用量に対する完成工事高当たり換算使用量の目標値　　　：6.6㎥/千万円

平成29年度　使用量実績 ：6.5㎥/千万円　達成
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３）
３）３）
３） 産業廃棄物総排出量の実績（公共年度）

産業廃棄物総排出量の実績（公共年度）産業廃棄物総排出量の実績（公共年度）
産業廃棄物総排出量の実績（公共年度）

全社廃棄物排出総量の削減目標値 ： 基準年度２％削減目標値　33,286　ｔ

平成28年度　排出量実績 ： 21,949　ｔ 達成

内訳　①　 建築工事　　12,910ｔ

　　　　②　　土木工事 　9,039ｔ

完工高（千万円）当たり目標 ：　

21.8　ｔ－CO

2

/千万円

平成28年度　排出量実績 ：

 8.0　ｔ－CO

2

/千万円

達成

２）
２）２）
２） 平成25年度～平成27年度の混合廃棄物排出量の実績

平成25年度～平成27年度の混合廃棄物排出量の実績平成25年度～平成27年度の混合廃棄物排出量の実績
平成25年度～平成27年度の混合廃棄物排出量の実績

混合廃棄物排出量の削減目標値 ： 979.0　ｔ

平成28年度　排出量実績 ： 976.3　ｔ 達成

完工高（千万円）当たり目標 ：　

0.55　ｔ－CO

2

/千万円

平成28年度　排出量実績 ：

0.35　ｔ－CO

2

/千万円

達成
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（４）
（４）（４）
（４） 環境保全活動の分析・評価報告

環境保全活動の分析・評価報告環境保全活動の分析・評価報告
環境保全活動の分析・評価報告

１）
１）１）
１） 電気使用量について

電気使用量について電気使用量について
電気使用量について

　本社・支店等の年間総使用量は、安定した数値をここ数年確保しています。一人／日の換算電力使用量

でも0.08kw／人・日前後と一定の値を示しています。今後は、この数値を維持するよう努めていきます。

　個別工事の電力使用量は、大幅に増加しています。これは、個別工事の大型案件の現場事務所の設置等

が増加していることが数値を押し上げているものと思われます。個別工事の受注規模や工事内容が異なる

ため一概には比較できない点はありますが、年度ごとの完成工事高当たりで評価しています。

２）
２）２）
２） 水資源の枯渇について

水資源の枯渇について水資源の枯渇について
水資源の枯渇について

 　本社・支店等の年間水道使用量は、安定した数値をここ数年確保しています。一人／日の換算水道

使用量は、45m3／人・日前後と一定の値を示しています。今後は、この数値を維持するよう努めていきます。

　 個別工事については、大型案件工事の増加や解体工事の受注量減少に伴い、使用量は小幅に減少

しています。ただし、環境保全や地域の苦情軽減を配慮した散水等は、行政の調べで最も苦情の多い

「ほこり」に対して、今後も十分に配慮をしていく必要があります。

水については、工事排水、地下水、雨水等を有効利用する仕組みを検討していきたいと思います。

３）
３）３）
３） 産業廃棄物排出量について

産業廃棄物排出量について産業廃棄物排出量について
産業廃棄物排出量について

　 産業廃棄物の総排出量は、過去３年間の傾向を見ると増減傾向にあり、完成工事高１千万円当たりの

換算排出量は、10.0～20.0ｔ/千万円程度の範囲で横ばいを示しています。しかし、混合廃棄物の排出

量については、年度によって浮き沈みがあり、３Ｒをさらに推進する必要があります。

　 また、近年は、県外工事が拡大しつつあります。県外の排出量にも配慮して行動をとる必要があります。

　 今後は、優良認定処理業者の有効活用を積極的に行う仕組みをつくり、安心した処理を任せられる

業者と委託契約するよう努めていきます。
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●
●●
● 社会貢献活動
社会貢献活動社会貢献活動
社会貢献活動

間伐材に寄与する取り組み
間伐材に寄与する取り組み間伐材に寄与する取り組み
間伐材に寄与する取り組み 地域貢献の取り組み

地域貢献の取り組み地域貢献の取り組み
地域貢献の取り組み

興津中町自治会　興津駅前美化活動
興津中町自治会　興津駅前美化活動興津中町自治会　興津駅前美化活動
興津中町自治会　興津駅前美化活動
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地域貢献活動

静岡市　不法投棄回収作業参加
静岡市　不法投棄回収作業参加静岡市　不法投棄回収作業参加
静岡市　不法投棄回収作業参加

ＮＰＯ法人　日本平香る丘　桜植樹手活動参加
ＮＰＯ法人　日本平香る丘　桜植樹手活動参加ＮＰＯ法人　日本平香る丘　桜植樹手活動参加
ＮＰＯ法人　日本平香る丘　桜植樹手活動参加

日本平展望台　観光客駐車場清掃活動
日本平展望台　観光客駐車場清掃活動日本平展望台　観光客駐車場清掃活動
日本平展望台　観光客駐車場清掃活動
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